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ふれあいミーティングを開催

　２月１日、令和７年４月に「鈴鹿市こども条例」

が施行されたことから、こどもの大切な権利の一

つである「自分の意見を表明し、社会に参加する

権利」の保障に関連した取り組みとして、こども

と議員の意見交換会を実施しました。７つの班に

分かれ、こどもたちには自分が意見表明したいこ

とについて自由に発言してもらいました。
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２月臨時議会の概要

　２月臨時議会を２月３日に開催しました。まず、市長から「令和７年度鈴鹿市一般会計補正予

算（第５号）」など２件の議案が提出され、提案説明の後、提出議案に対する質疑を行い、各委員

会に付託して議案の審査を行いました。その後、本会議が再開され、各委員長から付託議案につい

て審査結果の報告があり、４名の議員が討論を行った後、採決の結果、議案２件はいずれも可決し

ました。最後に、２月19日までを休会とすることを決定し、散会しました。

物価高騰の影響を受ける市民や事業所への支援実施に係る
令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第５号）などを可決

各委員会での主な議案審査状況

２月３日

予算決算委員会
予算の審査は、分科会に分かれ、詳細な審査を行いました。

詳細は動画（YouTube）をご覧ください。

　給付金額が、ひとり5,000円となった経緯、また給付金額によって必要な事務経費はどうな

るのかとの質疑に対して、全体の予算の中のバランス、他市の動向から5,000円となった。また、

事務経費は、給付金額の違いによって、ほぼ変わらないとの答弁があった。

議案第１号　令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第５号）

〇物価高騰対応家計応援金給付費　10億180万円 

総 務 分 科 会

２月３日

　オンラインでの申請を考えているかとの質疑に対して、オンラインでの申請は考えておらず、

紙での申請を考えている。課題点を確認し、今後に向けて検討するとの答弁があった。

〇物価高騰対策高齢者施設等運営支援事業費　 9,167万円 

〇物価高騰対策障害福祉サービス事業所等運営支援事業費　4,103万円 

地域福祉分科会

２月３日

　デジタル商品券ではなく紙の商品券を選択したのはなぜかとの質疑に対して、物価高騰に

よる市民の負担軽減を図るため、デジタルデバイスを使える方のみが利用できるデジタル商

品券ではなく、より多くの方が利用できる紙の商品券を選択したとの答弁があった。

〇鈴鹿市プレミアム付商品券発行事業費　３億9,000万円 

産業建設分科会

物価高騰の影響による市民や事業所などの負担を軽減
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※詳細は、右のＱＲコードから動画（YouTube）

をご覧ください。

議案第２号　鈴鹿市立保育所設置条例の一部改正について

こども誰でも通園制度の利用料を設定

２月３日

地域福祉委員会

討論 （要旨） 討論は議案に対する賛否の態度、考え方を明らかにするものです。

＜議案第１号～議案第２号について＞

　プレミアム商品券発行について、２億円の給

付に事務費用約２億円を使うことは理解できな

い。商品券ではなく現金給付一本にす

れば全市民にもれなく生活支援が４月

からできる。考え直すことを求める。

議案第１号に反対、その他議案は賛成

石田　秀三 議員

　物価高騰対応施策について、福祉事業者への

運営支援に早急な対応を求める。プレミアム商

品券発行について有効で公平に市民生

活に届くよう修正し、議会へ説明責任

を果たし執行するように意見して賛成。

全議案に賛成

市 民 の 声 中西　大輔 議員

　商品券発行事業は総事業費３億9,000万円のう

ち１億9,000万円を事務費が占める。さらに、約

１億3,000万円の基金を取り崩すにもか

かわらず市民の半数しか購入できず、税

負担の公平性にも問題があり反対する。

議案第１号に反対

山中　智博 議員

　鈴鹿市で物価高騰の影響を受けている市民や

事業者への支援を一日でも早く実施していきた

いとのことから提案されたものである。

この議案を先送りすることは、あって

はならないことであり、賛成する。

全議案に賛成

森　雅之 議員

諸　派
（日本共産党）

自由民主党
鈴鹿市議団新 緑 風 会

議 決 一 覧 （２月臨時議会）

【全会一致で可決した議案】

議案第２号

件 　　 名議案番号

鈴鹿市立保育所設置条例の一部改正について

会派名

議員名

新緑風会 自由民主党鈴鹿市議団 市民の声 公明党 鈴和 無所属日本共産党

【賛成多数で可決した議案（表決が分かれた議案）】

【表決が分かれた議案に対する各議員別の賛否状況　〇：賛成　×：反対　欠：欠席】

議案番号 件　　　名

議案第１号

議案第１号

令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第５号）

矢
田
真
佐
美

桐

生　

常

朗

石

田  

秀

三

高
橋
さ
つ
き

南

条　

雄

士

田

中　
　

通

船

間　

涼

子

池

上　

茂

樹

藤

浪　

清

司

藤

井　

栄

治

市
川　
　

 

昇

薮

田　

啓

介

市

川　

哲

夫

中

西　

大

輔

太

田　

龍

三

宮

木　
　

健

森　

喜

代

造

野

間　

芳

実

森　
　

雅

之

松
葉
谷
光
由

加

藤　

公

友

河

尻　

浩

一

山

口　

善

之

水

谷　

  

進

大

杉　

吉

包

山

中　

智

博

　

×

〇

××

〇〇〇〇〇〇

×

欠〇〇〇〇〇－〇

×××××××

※会派名は、鈴和および日本共産党は諸派です。 ※議長　野間芳実は原則として採決に加わりません。



2026.6 鈴鹿市議会だより４

２月定例議会の概要

月定例議会を、２月20日から３月25日ま

での34日間の期間で開催しました。

　初日の２月20日には、市長から「令和８年度

鈴鹿市一般会計予算」など14件の議案が提出さ

れ、令和８年度の施政方針が述べられた後、各

提出議案に関する提案説明が行われました。

　その後、議員発議案１件の意見書案が提出さ

れ、提案説明の後、採決の結果、可決しました。

　３月３日には、市長の施政方針に対し、４会

派から代表質問を行いました。

　４日には、提出議案に対する質疑を行い、４日、

５日、９日および10日には、13名の議員が一般

質問を行いました。

　10日には、議案14件を各委員会に付託しまし

た。また、市長から「令和７年度鈴鹿市一般会

計補正予算（第６号）」など４件の議案が追加提

出され、提案説明の後、質疑を行い、提出議案

を各委員会に付託しました。

　10日、12日、13日、23日には、各委員会で付

託議案の審査などを行いました。

　最終日の25日には、総務、地域福祉、産業建

設および予算決算委員会委員長から付託議案に

ついて審査結果の報告があり、２名の議員が討

論を行った後、採決の結果、議案18件はいずれ

も可決しました。

　次に、「鈴鹿市議会委員会条例の一部改正につ

いて」の委員会発議案が提出され、提案説明の後、

採決の結果、可決しました。

　その後、市長から「人権擁護委員候補者の推

薦同意について」など３件の人事に関する議案

が追加提出され、提案説明の後、採決の結果、

いずれも同意することに決定しました。

　最後に、４月29日までを休会とすることを決

定し、散会しました。

２

令和８年度鈴鹿市一般会計当初予算などを中心に 23議案を可決

各委員会での主な議案審査状況

議案第20号　工事請負契約の締結について

　同報系屋外拡声子局が現在の71局から55局に減少するが、減らすことによる影

響はないか。

質 　疑

答 　弁

　設置工事やその後の維持管理は、市内事業者が請け負う予定はあるのか。今後

の維持管理の体制は、どのように考えているのか。

　不具合などがあった場合は、市内の事業者が15分以内に駆け付け、内容によっ

ては、グループ会社などが応援に入るとの提案を受けた。また、設置工事につい

ても、市内の事業者が一部施工することを検討すると提案を受けており、地域貢

献につながると解釈している。

質 　疑

答 　弁

より広範囲に防災に関する情報を届けるための整備

総務委員会

【概 要】 　現行の防災行政無線をより広範囲に届く周波数に変更するとともに、総合防災

情報システムにより防災に関する情報の自動的な収集や、複数のメディアに一括

発信できるように、ＮＥＣネッツエスアイ株式会社中日本支社と工事請負契約を

締結しようとするもの。

　高性能スピーカーで、広範囲に音声が届くため、子局が減少しても、現在想定

しているハザードエリアをカバーできる。なお、屋外拡声子局は、屋外にいる方

に音声を届ける目的であり、屋内には明瞭に届くものではない。屋内にいる方は、

テレビやラジオなどの他媒体での情報取得が可能であると考えている。

３月13日

(午後)

３月13日

(午前)
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　予算の審査は、総務・文教環境・地域福祉・産業建設の各分科会に分かれ、詳細に行い

ました。その後、予算決算委員会の全体会において、各分科会から審査の経過と結果の報

告を受け、審査を行いました。

　全国720消防本部で実証事業を行っており、令和６年の本市の実証期間の救急

搬送のうち、マイナ保険証の所有率は18.4％で、

そのうち10.5％が有効に活用できた。

　救急活動上必要な医薬材料品などを購入し、感染防止に要する費用を支払うも

の。また、救急隊員の感染防止対策として、各種予防接種を実施するもの。

　マイナ救急の利用状況は。

議案第３号　令和８年度鈴鹿市一般会計予算

〇救急活動費／事務費 1,275万4,000円

質 　疑

答 　弁

　医療情報や薬の情報を患者に直接聞くことなく、

情報が確認できるところが優位になっている。

　救急現場でのマイナ保険証利用の優位性は。質 　疑

答 　弁

総 務 分 科 会

救急活動にマイナ保険証を活用

【概 要】

３月13日

(午後)

３月13日

(午前)

　介護保険の要介護３以上の認定を受けた方、身体障害者手帳、精神障害者保健

福祉手帳の２級以上をお持ちの方、療育手帳のＡをお持ちの方で、単身または世

帯全員がこの内容に該当する方が対象である。

　ごみ集積所への排出が困難な高齢者や障がい者を対象に、家庭ごみの戸別収集

（ふれあい収集）を行うもの。

　利用対象者の条件は。

議案第３号　令和８年度鈴鹿市一般会計予算

〇ふれあい収集事業費　880万8,000円

質 　疑

答 　弁

　200世帯の利用を見込んでおり、公用車１台に職員２名が乗車し、月曜日から

金曜日までの５日間をかけて、１日当たり約40件ずつ収集する予定である。

　収集車両はどのように運行する予定か。質 　疑

答 　弁

文教環境分科会

家庭ごみのふれあい収集で、高齢者などを支援

【概 要】

３月12日

(午後)

３月12日

(午前)

予算決算委員会
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３月13日

　市役所の窓口で、マイナンバーカードなどの本人確認書類から氏名や住所など

の情報を自動で読み取り、申請書に転記して、市民の記入負担を軽減するもので

ある。例えば複数の他の課の分も含めて複数の申請書をまとめて作成することが

でき、一度入力された情報は、他の課の窓口でも共有されるため、手続きが便利

になり、窓口での市民の記入負担、待ち時間の短縮など市民の負担を軽減する仕

組みである。

　マイナンバーカード、あるいは運転免許証を読み取ることによって、住所など

を書かずに、そのデータが申請書に反映されるので、マイナンバーカードがあれ

ばより便利になる。

　戸籍および住民基本台帳の管理に関する事務に要する経費を計上するもの。

　書かない窓口とは何か。手続きにマイナンバーカードは必要か。

議案第３号　令和８年度鈴鹿市一般会計予算

〇戸籍住民基本台帳管理業務費　１億8,915万5,000円

質 　疑

答 　弁

書かない窓口で市民の負担軽減

地域福祉分科会

【概 要】

　小学生については、国から児童１人当たり5,200円の給食費負担軽減交付金が

下りるため、月額の給食費5,500円に充当し、残りの300円は物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金を充て、小学生は全額公費負担となる。

　幼稚園と中学校については、国からの給食費

負担軽減交付金がないため、前年度からの増額

分（幼稚園700円・中学校800円）に、物価高騰

対応重点支援地方創生臨時交付金を充てること

で、前年度と同額の保護者負担額にとどめるこ

ととしている。

　学校給食で使用する食材を調達するための経費を計上するもの。

　給食無償化への対応は。質 　疑

答 　弁

【概 要】

学校給食費の保護者負担額の軽減対応

〇学校給食費管理費／食材調達費　10億825万円 

文教環境分科会

援地方創生臨時交付金を充て、小学生は全額公費負担となる。

　幼稚園と中学校については、国からの給食費

負担軽減交付金がないため、前年度からの増額

）に、物価高騰
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　令和８年度から補助金額の上限額など、制度の見直しを行っている。令和８年

度は、旧制度で一旦認めた部分と、令和８年度から新たに実施する部分を合算し

て、予算を計上したため、膨らんだ形になっている。

　自治会が自ら行う集会所の建築、購入および修繕に要する経費に対し予算の範

囲内で補助することにより、地域住民の福祉向上およびコニュニティ活動の推進

を図ることを目的とするもの。

　毎年増額しているが、今後どれだけ修繕が必要か予測して取り組んでいるのか。質 　疑

答 　弁

　補助金の上限額は、今までの旧制度は100万円であったが、令和８年度からの

新制度では半額の50万円とした。なお、補助金の対象となる事業費については、

旧制度では50万円未満の改修は対象外であったが、新制度では対象外の金額を25

万円未満とし、少額の改修であっても対象となりやすいようにした。

　１つの集会所当たりの上限額は。質 　疑

答 　弁

【概 要】

コミュニティ活動の場となる施設の整備を促進

〇集会所建設費補助　1,917万4,000円

　まだ国からの通知がないが、基本的に事前面談および利用した後に行うアフ

ターケアの面談に対して、その分の加算を申請できることになっている。利用当

日の午前０時以降にキャンセルした場合は、利用予定であった時間に係る基本単

価分は、市に申請できることになっている。

　こども誰でも通園制度を実施するための費用を計上するもの。

　こども誰でも通園制度の実施に当たり、実施園に対して事前面談の補助はある

のか。また、キャンセルが発生した場合、実施園に負担とならないのか。

質 　疑

答 　弁

　当日までにキャンセルをされた場合の利用額な

どは各施設で決めていただく。実施施設ごとにキャ

ンセル料徴収の有無も含め、運用について今後考

えていく必要がある。

　利用当日の午前０時以前にキャンセルされた場

合には、実施園は利用予定であった時間に係る基

本単価分では申請できないが、利用料の取り扱い

など何か検討する予定はあるのか。

質 　疑

答 　弁

【概 要】

令和８年４月からこども誰でも通園制度を実施

〇乳児等のための支援給付事業費　１億2,848万8,000円 

地域福祉分科会
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【概 要】

産業建設分科会

議案第３号　令和８年度 鈴鹿市 一般会計予算

〇モノづくり元気企業支援事業費　344万円

市内中小ものづくり企業に対する支援

　事業の詳細は。

　ＳＵＺＵＫＡモノづくり企業応援事業は令和８年度に初めて実施する事業で、

11月11日から13日に名古屋市のポートメッセなごやで開催される日本最大級のビ

ジネス展示会に、本市が代表者として出展申し込みを行い、共同出展を希望する

中小ものづくり企業に対して支援を行うものである。参加企業には１社当たり５

万円を負担していただき、共同出展企業数は３社を予定している。また、本市の

企業誘致のためのブースも同じ展示ブース内に設置する予定である。この事業の

効果は、幅広い出展者や来場者による同業種・異業種間の交流を通じてビジネス

チャンスの創出や販路拡大が期待される。

　さらに、前年度から継続して予算計上しているモノづくり元気企業支援事業費

補助も実施している。大学などの高等教育機関と共同研究などを行った上で新規

開発について、補助上限190万円の通常枠と上限30万円のトライアル枠として募

集し、補助を行うものである。

質 　疑

答 　弁

　モノづくり元気企業支援事業費補助として、市内企業が行う研究開発・事業展

開を支援し、高等教育機関、研究機関などと協働して、新技術や新製品の開発、

既存製品の改良をする事業に対して、経費の1/2を補助するもの。また、ＳＵＺＵ

ＫＡモノづくり企業応援事業費として、企業展示会などに鈴鹿市が代表者として

出展申し込みを行い、共同出展する市内中小ものづくり企業に支援するもの。

【概 要】

〇舗装事業費　４億6,541万3,000円

生活道路を維持するために修繕を実施

　舗装の維持管理指数に基づいて、必要な舗装補修費用などが年次予算で確保さ

れているのか。

　ＭＣＩ( エムシーアイ : 舗装の維持管理指数）については市内の幹線道路を対

象に調査を行い、ＭＣＩが３以下の箇所から順次予算を付けて修繕を行ってい

るが、幹線道路以外の道路や、自治会からの要望なども含めると予算はその時々

で変化する状況である。

質 　疑

答 　弁

　ＭＣＩ調査の頻度。また、道路の維持管理を良好に行うための取り組み方法は。

　ＭＣＩの調査については、５年に１回の頻度で行っており、調査結果を基に舗

装維持管理計画を策定し、劣化が激しい路線から集中的に工事を行っている。ま

た、土木部の職員が月に１回道路パトロールを実施し、その際得られた情報を基

に劣化状況を把握し、適時修繕を行っている。

質 　疑

答 　弁

　舗装維持管理計画に基づく計画的な修繕・更新、緊急性などの投資効果を考慮

した舗装の新設・改良工事および自治会などからの要望により生活道路の舗装整

備を行うもの。

３月12日

(午後)

３月12日

(午前)
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討論 （要旨） 討論は議案に対する賛否の態度、考え方を明らかにするものです。

＜議案第３号～議案第20号について＞

　特別職期末手当引き上げは報酬審議会を経て

いても、市民感情から納得は得られない。特別

職は自らの処遇に慎重で、市民に寄り

添う姿勢を明確に示す責任があり反対。

予算は妥当だが行政改革を進めるべき。

議案第３号、議案第４号、議案第７号、
議案第11号、議案第14号に反対、その他議案は賛成

中西　大輔 議員

添う姿勢を明確に示す責任があり反対。添う姿勢を明確に示す責任があり反対。

　予算・施政方針からデマンド交通の言葉もな

く実行する気配がない。義務教育学校は国・県

や天栄小の成果を見極めて検討すべき。

生活が苦しい今、特別職の期末手当増

額は市民の理解を得られないため反対。

議案第11号に反対、その他議案は賛成

市 民 の 声 高橋　さつき 議員諸　派
（日本共産党）

議 決 一 覧 （２月定例議会）

【全会一致で可決した議案など】

議案第５号

議案第６号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第12号

議案第13号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

件 　　 名議案番号など

令和８年度鈴鹿市土地取得事業特別会計予算

令和８年度鈴鹿市介護保険事業特別会計予算

令和８年度鈴鹿市水道事業会計予算

令和８年度鈴鹿市下水道事業会計予算

　

鈴鹿市職員給与条例の一部改正について

鈴鹿市手数料条例の一部改正について

市道の認定について

市道の廃止について

令和７年度鈴鹿市一般会計補正予算（第６号）

令和７年度鈴鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和７年度鈴鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

工事請負契約の締結について

人権擁護委員候補者の推薦同意について

人権擁護委員候補者の推薦同意について

人権擁護委員候補者の推薦同意について

委員会発議案１号 鈴鹿市議会委員会条例の一部改正について

（次ページに続く）

鈴鹿市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例及び鈴鹿市出頭人等の実費弁償に関す

る条例の一部改正について


